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１ 耕作放棄地解消支援活動（サツマイモ・里芋の植

栽）の実施 東北支部 

平成 29 年 6 月 4 日(日)、耕作放棄地解消支援の一

環としてサツマイモの植栽活動に、15 名の会員と所属す

る会社の人達 6 名、合わせて 21 が参加しました。 

百姓塾の加藤塾長が、当日の早朝にトラクターでマル

チを設置しようとしましたが、西風が非常に強くマルチ

を飛ばされてしまったので、マルチは断念して、さつま

いもを裸で植栽することとしました。 

植栽に入る前に加藤塾長から植付けの方法を説明して

頂いてから、さつまいもの苗を西風に逆らわない方向に

斜めに差し入れ、十分に土を被せて圧密をかけて、枯れ

ないよう植栽しました。 

 

 

２ 耕作放棄地解消支援活動（ジャガイモの間引き）の実

施  東北支部 

耕作放棄地支援活動の一環として、国営薬莱山麓地区

に“じゃがいも”を植栽しています。 

去る6月4日の“さつまいも”の植栽終了後に百姓塾の加

藤塾長から“じゃがいも”の花が咲きそうなので、間引き・

土寄せ作業をする必要があるよ、とアドバイスがあった

ので、急遽、6月7日（水）に、“じゃがいも”のマルチ撤去と間引き・土寄せ作業を少数精鋭の5名で行いました。 

作業は午前9時30分から12時までと、午後1時から午後3時30分と計5時間の作業を体力の限界ま

で行いましたが、全体の2/3までしかできませんでした。 

作業は、マルチ撤去をしながら、数本に育った“じゃが

いも”の茎を２～３本に間引きをして、空気にさらされな

いように手でじゃがいもに土寄せを行い、“じゃがいも”

の表面が緑色になり、苦くなるのを防ぎました。 
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３ 耕作放棄地解消支援活動 （“じゃがいも

収穫祭”）の実施 東北支部 

７月 22日（土）に，じゃがいもの収穫祭を行い

ましたが、当日は真夏の晴天に恵まれ過ぎて熱中

症に注意して、十二分に水分補給をしながらの農

作業となりました。 

収穫作業に先立ち、じゃがいもの畝間に“びっ

しり”と雑草が繁茂していましたので、まず会員

が中心となり除草作業を行いました。 

その後１０時半頃から、“じゃがいも”の収穫

作業を開始しました。 

今年は、30名の会員とその家族や社員の

総勢 70 名の参加を得ての収穫祭となりま

した。 

昨年は連作障害の影響で約110袋しか収

穫できなかったので、今年は作付場所を土

さんセンター（地場産品市場）前に移して

植付けしたところ、約 170 袋（約 900kg）

を収穫することが出来ました。 

じゃがいもは、コロッケやポテトサラダ

に適している“男爵”とカレーライスに適

したメークインの 2種類の品種を収穫しま

した。 

今年の希望袋数が 100袋しかありません

でしたので、会員の皆さまの協力を得て、

何とか 150袋を引き受けて頂きました。 
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